
主催：川崎市男女共同参画センター（すくらむ21）

対　    象：川崎市内の在住・在学の学生の方、その保護者、教職員の方
定　　員：５０名程度
参加方法：事前予約制／申込者のみ。
　　　　　オンラインでの録画したものを視聴していただく形です。

令和5(2023）年度　川崎市男女共同参画センター主催講座

理工系分野で働く
女性に学ぶ
進路応援セミナー

８/１～31

申し込んでおけば夏休み中に
好きな時間に見ることが
できますよ！

視聴できる期間

お申込の流れ

オンライン

今回は、川崎市で働く女性の技術職の先輩や理工系分野で研究をしている方を中心に普段は
なかなか見えてこない、進路のことやお仕事のこと、苦手教科克服の経験談など、働いてい
る先輩が仕事のおもしろさや苦労などをお話ししてもらいます。

右のコードを読み取り、ホームページより必要事項を記載してお申込
ください。3営業日以内に受付完了のご連絡をいたします。

今回は、４名の
ゲストスピーカー

生物・バイオ分野の研究
まちづくり・建築分野
システム開発分野
化学系分野 （予定・詳細はホームページにて）

中学生以上・保護者・教職員対象



主催・申込先

川崎市男女共同参画センター
　　　　　　　（愛称：　　　　　　）

川崎市高津区溝口 2-20-1
TEL：044-813-0808
FAX ：044-813-0864

すくらむ 21　　    　検 索〒213-0001

（すくらむ21）

【すくらむ 21　個人情報保護方針】
すくらむ 21 では、皆さまからお預かりする個人情報に関
して、お申込みの講座運営およびそれに関わるご連絡以外
の目的には使用しません。また、個人情報を無断で第三者
に提供することはございません。

I n fomat ion 「周りから言われたこんなこと…」
「女子なのに理数が得意なんてすごいって言われた。（なんで、すごい！？）」
「理系って、お金も時間もかかるし、女の子の進学先には向いていないんじゃない？」
「女性が少ない職場と聞いたれど、ちゃんとやっていけるの？」
「男性ばっかりの中で働くの、大変そう」

「迷ってるなら、まず、聞いてみて。」

モヤモヤ

あれれ？！

【豆知識】
科学技術の進歩のためには、いろいろな視点や発想を取り入れることが必要です。日本の状況
は各国比較をするとOECD加盟国の中で最低レベルです。2020 年に全国で実施された最新の
大規模調査（総務省による令和 2年科学技術調査研究結果）では、女性研究者数は増えてきて
はいるものの、すべての研究者のうち女性が占める割合は 16.9％でした。
■成績ではなく環境が、女子の理数離れの要因と言われています。

グラフタイトル

女性 男性

16.9％

世の中にたくさんの仕事があるけれど、
進路の選択って・・・どうしたらいいんだろう？

自分の身近な職業以外は、知る機会は実はそんなに多くありません。　　　
今回は、川崎市で働く女性の技術職の先輩や理工系分野で研究をしている方を
中心に簡単な仕事にまつわるクイズや学んでいること、普段はなかなか見えて
こない、進路のことやお仕事のこと、苦手教科克服の経験談など、働いている
先輩が仕事のおもしろさや苦労などをお話ししてもらいます。
理系の未来を探しに参加してみませんか。


